
■
派
遣
前
 

　
今
年
の
派
遣
団
は
男
子
4
人
・
女
子
6

人
（
稲
美
中
5
人
、
稲
美
北
中
5
人
）
の

計
10
人
で
す
。
 

　
6
月
16
日
に
１
回
目
と
な
る
事
前
研
修

会
を
実
施
し
、
そ
れ
以
後
、
英
会
話
や
現

地
で
披
露
す
る
歌
や
踊
り
の
練
習
な
ど
、

度
重
な
る
事
前
研
修
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
8
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
結
団
式
で
は
、

派
遣
生
た
ち
は
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ

っ
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
出
発

を
目
前
に
控
え
た
派
遣
生
そ
れ
ぞ
れ
に
決

意
を
述
べ
て
も
ら
い
、
派
遣
事
業
の
成
功

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
派
遣
団
一
行
は
古
谷
町
長
か
ら

„
何
度
失
敗
し
て
も
恥
ず
か
し
が
ら
ず
、
積

極
的
に
英
語
を
話
す
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
き
て
く
だ
さ
い
“
と
い
う
激
励
の
言
葉

を
も
ら
い
、
出
発
し
ま
し
た
。
 

オーストラリアで異文化体験！ 
派遣生が感じ取ったこととは… 
オーストラリアで異文化体験！ 
派遣生が感じ取ったこととは… 
　平成１６年度から始まった中学生海外派遣事業は、今年で４回目の実施となり、これ
までに３７名（今年の派遣生を含む）の中学生たちが西オーストラリア州へ派遣されま
した。 
　今年も中学生１０名がオーストラリアの地で貴重な体験をしてきましたのでお知らせ
します。 

西オーストラリア州 

バンバリー市 

パース市 
スワン市 

□
派
遣
後
 

　
8
月
22
日
、
元
気
に
帰
国
を
果
た
し
た
派

遣
団
一
行
は
、
役
場
で
の
解
団
式
に
出
席
し

ま
し
た
。
出
発
前
の
緊
張
し
た
面
持
ち
と
は

一
変
し
、
現
地
で
の
体
験
に
つ
い
て
力
強
い

声
で
、
目
を
輝
か
せ
て
報
告
し
て
く
れ
た
こ

と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
 

　
派
遣
生
た
ち
が
こ
の
事
業
を
振
り
返
っ
た

と
き
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
経
験
が
彼
ら

の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
こ
の
派
遣
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
彼
ら
の
中
で
の
派
遣
事
業
の
成

果
は
さ
ら
に
大
き
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
の
度
の
派
遣
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

友
だ
ち
や
先
生
、
家
族
の
皆
さ
ん
と
話
を
す

る
中
で
、
よ
り
広
い
範
囲
に
国
際
意
識
が
育

ま
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
理
解
が
深
ま
っ
て

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
 

　
８
月
１５
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
８
日
間
は
、
１０

名
の
派
遣
生
に
と
っ
て
は
実
り
多
いw

onderful

　w
eek

で
し
た
。w

onder 

に
は
元
々
「
未
知
・

未
経
験
の
物
事
に
好
奇
心
や
疑
念
を
抱
く
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
驚
き
と
発
見
、

感
動
、そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
忍
耐
の
日
々
で
し
た
。 

　
ま
ず
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
自
然
の

美
し
さ
、
人
の
純
朴
な
生
き
方
で
し
た
。
道
の

両
側
に
は
牧
場
の
風
景
が
果
て
し
な
く
続
い
て

い
ま
す
し
、
フ
ァ
ー
ム
で
は
動
物
た
ち
と
と
も

に
生
き
る
素
朴
な
農
場
生
活
の
一
端
を
体
験
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
天
の
川
や
南
十
字
星
に
大
感
動
！  

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
初
め

て
出
会
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
笑
顔
で
挨

拶
す
る
派
遣
生
た
ち
。
こ
れ
か
ら
は
泣
い
て
も

笑
っ
て
も
日
本
語
は
通
じ
ま
せ
ん
。
英
語
が
聞

き
取
れ
ず
日
本
語
シ
ッ
ク
に
な
り
な
が
ら
も
、

何
と
か
笑
顔
で
乗
り
切
っ
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。 

　
ス
ワ
ン
市
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
一
緒
に
し
た
り
、
歌
に
あ
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
会
場
の
方
々
も
大
笑
い
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
の
日
に
は
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
の
側
で
、
抱
き
合
っ
て
涙
を
に
じ
ま
せ
、

別
れ
を
惜
し
む
姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自

然
や
生
活
を
体
験
で
き
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
ス
ワ
ン
市
の
人
々
の
温
か
さ
、
純
朴
さ
、

そ
し
て
気
さ
く
な
人
柄
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

派
遣
生
の
活
躍
の
お
陰
で
、
稲
美
町
と
ス
ワ
ン

市
の
友
好
関
係
が
ま
た
一
歩
深
ま
っ
た
と
い
う

さ
わ
や
か
な
実
感
と
共
に
稲
美
町
へ
と
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。 

interviewinterview
平成19年度 
 派遣団長 

大山　健次 
けんじ 

　
今
年
も
１０
名
の
中
学
生
を
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
へ
送
り
出
し
、
無
事
に
帰
国
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
中
学
生
を
外
国
へ
派
遣
し
て
お
り
ま

す
と
、
派
遣
生
の
帰
国
後
の
笑
顔
が
い
つ
も
強

く
印
象
に
残
り
ま
す
。
広
大
な
大
地
で
動
物
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
優
し

さ
に
接
し
た
感
動
は
、
き
っ
と
い
つ
ま
で
も
彼

ら
の
心
の
中
で
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
宝
石
と
し
て

生
き
続
け
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
自
身
、
平
成
１６
年
度
の
海
外
派
遣
事
業
に

引
率
者
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
が
目
に
見
え
て
自
信
を
付
け

て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
成
長
を

喜
ん
だ
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
際
、
パ
ー
ス
に
あ
る
兵
庫
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
の
小
川
所
長
が
、
「
英
語
が
上

手
い
か
ら
と
か
、
外
国
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
だ
け
で
は
国
際
人
と
は
言
え
な
い
。
真
の

国
際
人
と
は
、
皆
さ
ん
の
母
国
で
あ
る
日
本
の

こ
と
、
そ
し
て
、
稲
美
町
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

そ
の
心
を
伝
え
ら
れ
る
人
で
あ
る
」
と
お
っ
し

ゃ
ら
れ
た
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
海
外
派
遣
事
業
を
通
じ
て
、
中
学
生
た

ち
が
外
国
へ
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
私
た
ち

日
本
人
の
心
や
精
神
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

に
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
今
後
は
、
生
涯
教
育
の
立
場
か
ら
、
今
の
中
学

生
が
高
校
生
や
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
国
際
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
真
の
意
味
で
新
し
い
時
代
を
創
っ
て
い
け

る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。 

interviewinterview
稲美町 
国際交流協会長 

簑内　捷之 
かつゆき 

8月 

 

 

 

8月 

 

8月 

 

 

8月 

8月 

8月 

 

8月 

 

 

8月 

役場出発、関西国際空港へ 

空路、シンガポールへ 

空路、パースへ 

パース到着 

兵庫文化交流センター　小川所長表敬訪問 

ファームステイ 

ファームステイ 

スワン市長表敬訪問 

ホストファミリーと対面 

ホストファミリーと過ごす 

ホストファミリーと過ごす 

ガバナースターリン高校　体験入学 

スワン市主催歓迎レセプション・夕食会 

ホストファミリーとお別れ 

パース市内見学 

空路、シンガポールへ 

空路、関西国際空港へ 

関西国際空港到着 

役場到着 

6:30 

11:00 

18:50 

23:50 

9:15 

13:00 

 

16:30 

17:00 

終日 

終日 

8:30 

18:00 

9:00 

9:30 

15:55 

1:10 

8:35 

11:30

15日（水） 

 

 

 

16日（木） 

 

17日（金） 

 

 

18日（土） 

19日（日） 

20日（月） 

 

21日（火） 

 

 

22日（水） 

8日間の日程 

いってきまーす 

ファームにて 

パース市内 
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開催日 コース 

受　付 主　催 

開会式 共　催 

スタート 主　管 

サン・スポーツランドいなみ陸上競技場陸上競技場・ 
いなみ野水辺野水辺の里公園周辺里公園周辺コース 

8:008:00～8:30 8:30 
サン・スポーツランドいなみ陸上競技場陸上競技場 稲美町稲美町・稲美町教育委員会稲美町教育委員会 

8：5050～ 稲美町体育協会稲美町体育協会 

9：3030～ いなみ新春万葉新春万葉マラソン大会実行委員会大会実行委員会 

平成20年1月2日（水）　雨天決行 平成20年1月2日（水）　雨天決行 サン・スポーツランドいなみ陸上競技場・ 
いなみ野水辺の里公園周辺コース 

8:00～8:30 
サン・スポーツランドいなみ陸上競技場 稲美町・稲美町教育委員会 

8：50～ 稲美町体育協会 

9：30～ いなみ新春万葉マラソン大会実行委員会 

部　　門 

参加資格 
当日、健康な状態で参加できる人 
ただし、未成年は保護者の承諾を得た人 

申込締切 
※郵便振替の締切は11月16日の消印有効 
※大会当日の参加は受付いたしません。 

11月16日（金）　当日消印有効 

参 加 料  
ハーフ  　3,000円 
一般5・10㎞ 　2,500円 
高校生  　1,500円 
小中学生 　　700円 
ファミリー 　1,500円（1家族につき） 

申込方法 

①町内の公共施設に備え付けの参加申込書に必要事
項を記入のうえ、参加料を添えて郵便振替でお申
し込みください。 

②生涯学習課またはいなみ野体育センターの窓口で
直接お申し込みください。 

申込・問合先 いなみ新春万葉マラソン大会実行委員会事務局　1492-2340
〒675－1115　稲美町国岡1－1　いきがい創造センター内　生涯学習課 

No. 部　　　門 スタート時刻 距　離 No. 部　　　門 スタート時刻 距　離 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22

ファミリー 
一般男子39歳以下 
一般男子40歳以上 
一般女子 
小学生女子5・6年 
小学生女子3・4年 
小学生女子1・2年 
小学生男子5・6年 
小学生男子3・4年 
小学生男子1・2年 
 

一般男子35歳以下 
一般男子36歳以上49歳以下 
一般男子50歳以上 
一般女子 
一般男子35歳以下 
一般男子36歳以上49歳以下 
一般男子50歳以上59歳以下 
一般男子60歳以上 
一般女子39歳以下 
一般女子40歳以上 
中学生男子 
中学生女子 

9:30 
  

10:00 
 

10:20 
10:22 
10:24 
10:40 
10:42 
10:44

11：00

11：05

1.5㎞ 

10㎞ 

5㎞ 
2㎞ 

ハーフ 

※年齢は、大会当日（1月2日）の満年齢とする。 

※ファミリーの部は仮装での参加も可。 

※ファミリーの部を除き小学生は2㎞、中学生は5㎞部門に限ります。他部門への参加はできません。 

～海外派遣事業に参加した感想～ 
　親の勧めもあり、この
派遣事業に参加すること
を決心した僕ですが、数
を重ねる事前研修で不安
は消え、何より支え合え
る仲間ができました。生
きていく間で考えるとと
ても短い期間だったけ
ど、良い仲間と過ごした
本当に楽しい8日間でし
た。 

　まだ英語は聞き取れな
いけど、これからもっと勉
強してしゃべれるようになり、
まずはもう一度ホストファ
ミリーやファームのジョン
さんとたくさんの話をした
いです。また、いろいろな
経験をし、この先自分がど
うしたいのかがはっきりと
した、とても前向きな中身
が詰まった8日間でした。 

　ステイ4日目、スワン
市主催のレセプションの
ために事前に練習してい
た出し物は、ＣＤが止ま
るというハプニングもあ
りましたが最高の形で終
えることができ、10人の
団結力がさらに深まった
と思います。本当に充実
して、楽しい8日間を有
り難うございました。 

　ホームステイで一番心
に残ったことは、自分で
進んで話しかけることが
必要だということです。
積極的に自分の気持ちを
伝えようという姿勢に切
り替えると、会話が増え
るとともに、英語を話す
のがとても楽しくて仕方
がなくなりました。 

　私にとって海外派遣は
感謝とありがたみをよく
学べたものでした。ホス
トファミリーの方が気を
遣っていろいろしてくれ
たり、オーストラリアに
いて日本が恋しくなった
とき、初めて家族や友だ
ちのありがたみを学べま
した。とても充実した7
泊8日の旅でした。 

　ホストファミリーと初対
面の後、英語でいろいろ
と聞かれたけどしゃべる
スピードが早くてわかりま
せんでした。あたり前だ
けど、僕よりもっともっと
小さい子ですら英語で話
すことができるのは凄い
なと思いました。行って
良かった、また行きたいな
と思った旅でした。 

政平　純一 
じゅんいち 

　私は、出発するときの
自分と帰ってきたときの
自分は全然違う気がしま
す。学校の英語の授業で
は学べないことをたくさ
ん学びました。買い物も
できるようになって、自
分から話しかけられるよ
うになって、大きく成長
できたと思います。 

　ホームステイでは自分
から積極的に話すように
頑張りました。自分の言
いたいことは辞書などを
使ったらわかってくれる
けど、相手の言っている
ことが聞き取れなくて、
笑顔でのりきったりして
頑張りました。ちょっと
ずつ慣れてきたときに帰
るのは寂しかったです。 

　ファームのジョンさんの
振る舞いやたくましさには
見習うべきところがたくさ
んあり、自分たちは甘やか
されているなと感じました。
また、ファームではかわい
い動物たちとふれあったり、
プラネタリウムのようにき
れいな星空を見て感動し
たり、お互いの「きずな」を
深めていくことができました。 

　英語は私の苦手教科…。
でも、事前研修を重ねて
いくと楽しくなりました。
派遣事業に参加して、も
っと英語を使えたら、さ
らに楽しかったんだろう
なと思いました。これか
らしっかり勉強していき
たいです。そして、こん
な機会を与えてくれたこ
とを感謝したいです。 

英語を勉強してまた行きたい 

足立　明日香 
あ　す　か 

成長を実感できた旅でした 

安福　友紀 
ゆ　き 

笑顔を絶やさなかった8日間 

太田垣　彩子 
あやこ 

仲間との強い絆が成功の鍵 

鶴岡　美由紀 
み　ゆ　き 

もっと気持ちを伝えたい 

田中　良宜 
よしのり 

支え合える仲間ができた 

井澤　沙知 
さ　ち 

We love Australia ★ 

大西　史記 
ふみのり 

かけがえのない8日間 

原　　由洋 
よしひろ 

積極的な姿勢で全てが変わる 

田　裕子 
ゆうこ 

気遣う優しさに感謝 
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